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お申し込み内容ご記入欄（切らずにFAXしてください）

お名前

ご住所

ema i l

自由学園との

電話番号

参加人数 名

東京都東久留米市学園町1-8 - 15〒203 -8521

h t t p : / /www . j i y u . a c . j pema i l : i n f o@ j i y u . a c . j p

様

〒

＠

（　 　　 　）　 　　　-

保護者・ 同学会  ・  女子部卒業生 ・  卒業生保護者 ・  友の会 ・  その他（　　　　　　　）
ご関係

FAX : 042 - 422 - 1105

Te l：042 -428 -2122  (広報本部直通 9 : 00~17 : 00 )

 

 

 
里山から見える未来社会 ～経済資本主義から自然資本主義への道のり～

第9回  2018年4月14日  (土 )（10:40~12:20  自由学園記念講堂 ）

澁澤 寿一（しぶさわ じゅいち）氏

参加費：1,000円（当日受付でお支払いください）
申込み：自由学園ホームページにて  3/1 より受付 ※web申込みが難しい場合は下記FAXにてお申込みください。

お金やテクノロジーをどれだけ費やしても、環境問題は解決しない。その答えは結局、人間関係のなかにあるだろう。
人々がどういうことを価値あることと思い、どのように他者と結びついていくか─ 環境問題には、このような根本的
課題があるのではないか。森づくりのミッションは実は社会づくりなのです。

高校生のときに那須野が原の開拓農家で農業を体験した事がきっかけで農業大学に進み、那須野が原の人々の開拓団が入った
パラグアイの国立農業試験場に赴任。現地に赴いたときには、すでに開拓団は離散。日本の農業との違いに疑問を抱くよう
になる。帰国後、長崎オランダ村、循環型都市「ハウステンボス」の役員として企画、建設、運営まで携わる。その後、
トヨタの森づくりなど、日本やアジア各国の環境 NGOと地域づくり、人づくりの活動を実践中。現在、「聞き書き甲子園」、
「共存の森づくり」、「学校の森・子どもサミット」、「真庭なりわい塾」、「被災地の聞き書き101」、「SATOYAMA
イニシアティブ」などを、企業・団体・行政とも協働して行っている。このうち「聞き書き甲子園」は、全国の高校生に
よる、森・川・海の名人を訪ねての聞き書きで、失われつつあるそれらの文化を保全する活動である。

（株）森里川海生業研究所代表取締役
（NPO）共存の森ネットワーク理事長
（NPO）樹木・環境ネットワーク協会 理事（前理事長）
真庭バイオエネルギー（株）代表取締役
東京農業大学農山村支援センター副代表、農学博士
日本の近代資本主義の礎を築いた澁澤栄一の曾孫にあたる

自由学園の大学部である最高学部では、2018年度にフィールドサイエンス、ヒューマンサイエンス、データサイ
エンス、ライフスタイル、マネジメントの領域からなる研究体制を整え、新たな取り組みを始めます。世界に広がる
様々な課題の発見と解決に向けて、従来の学問の枠を超えたアプローチを目指します。2018年度の地球市民教育
フォーラムはこの取り組みと連動して行います。

2018年度「地球市民教育フォーラム」
自由学園創立100周年記念事業

講師プロフィール


